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テキストボックス
　迅速で適切な粘膜治癒は、潰瘍性大腸炎患者において重要である。我々はRas/Raf/ERK 経路を抑制するSprouty-related EVH1-domain-containing proteins の一つであるSpred2の大腸粘膜上皮細胞の恒常性と炎症における役割を検討した。定常状態のSpred2ノックアウト(KO)マウスではwild type マウスに比べて上皮細胞の増殖が亢進しており、cadherin 1の発現が亢進しており、潰瘍性大腸炎の実験腸炎モデルであるデキストラン硫酸ナトリウム(DSS)による腸炎が軽微であった。骨髄キメラマウスモデルによる検討では、非造血細胞によるSpred2の欠損群でDSS腸炎が軽微であった。DSSにアゾキシメタンを併用した潰瘍性大腸炎関連発癌モデルでは、Spred2 KOマウスにおける腫瘍数がwild type マウスに比べて有意に少なかった。以上より、Spred2は潰瘍性大腸炎の治療において、新たな治療標的となりうる可能性がある。





